
 
 
 
 
 
 
 

  

 

立川市立立川第八中学校長 川崎 達也 

実体験を大切に！ 

3 年生の皆さんは明日卒業です。1・2 年生もそれぞれ進級します。一歩一歩確実に成長していきます。そ

して数年後には社会へと巣立っていきます。 

さて、皆さんも気付いていると思いますが、電車やバスに乗っていると本を読んでいる人がめっきり減りま

した。その分、スマートフォンやゲーム機とにらめっこしている人がほとんどです。ニュースを見たり、メー

ルをしたり、ゲームをしたり・・・その使い方は人それぞれですね。 

今の社会では急激な情報機器の発達で、地球の裏側で起きたことがその日のうちに知ることが出来ます。そ

れも文字だけでなく、鮮明な映像・音声でリアルに伝わってきます。以前はよく「地球が狭くなった」と言わ

れましたが、今は「どこでもドア」状態です。 

しかし、よく考えてみるとこれは全て映像で見た世界であり、例えばどんなに悲惨な場面で、痛そうであっ

ても本当に痛くはありません。実際に起こっていても、見ている者にはある意味バーチャル（実態を伴わない

様・仮想的・擬似的）の世界です。例えば釘の打ち方ですが、「釘は真っ直ぐに立てて」「金づちは端の方を持

って」「釘の頭を真っ直ぐに打って」・・・理論的にはいくらでも分かります。とっても簡単です。しかし実際

に釘を打ってみると、変なところを打ってしまったり、曲がってしまったり、なかなか上手くいかなかった経

験があるのではないでしょうか？そう、理論と実践は大きく違うものです。皆さんが生きている、生きていく

世界は現実の世界です。実際に経験をしなければ分からないことは多々あるのです。 

また、何か分からないことがあって調べたいと思ったら、以前は図書館に行ったり、様々な場所に問い合わ

せをしたりしなければなりませんでした。私も資料を得るために国会図書館まで出かける事が多々ありました。

しかし今は机に座ったままパソコンで、出先でもスマートフォンで簡単に調べられ、知りたい情報を得ること

が出来ます。本当に便利ですが、その反面、情報を得ることの大変さと、その情報の価値、そして得た情報を

吟味する力を失っていっているように感じます。 

果たして「便利」は本当に自分たちの力になっているのでしょうか？もしかしたら、何か大切なものを捨て

てしまっているのではないでしょうか？実際に動かなくても済むということで、人と人との関わりが希薄にな

ってしまっているのではないでしょうか？ 

私はぜひ皆さんに「何でも実際にやってみる」「自分の足で動いてみる」「小さなことでも人と関わる」とい

う姿勢を大切にしてほしいと願っています。なぜなら実際に経験することこそが自分自身にとって何よりも大

きな財産となるからです。身体を使って得た経験は記憶としてしっかりと残り、なかなか忘れる事はありませ

ん。また、実際に動くことは何らかの形で人と関わることになります。それは、自分と周囲や周囲同士の関係

や距離感を経験することになり、必然的に人と人との関わり方を学び経験していることになります。これが自

分自身の「感じる心」を豊かにすることにつながり、ひいては自分を大切にし、他の人を思いやることが出来

ることとなります。 

情報を斟酌・吟味する力を！ 

【意味】 

・斟酌（しんしゃく）・・・あれこれ照らし合わせて取捨すること。 

・吟味（ぎんみ）・・・・・物事を念入りに調べること。また念入りに調べて選ぶこと。 

この 1年間も、世の中では様々なことがありましたね。日本だけでなく世界経済の大きな動き、事件や事故、

自然災害、国際関係の問題、政権の変動・・・毎日毎日あまりにも色々なことが起き、目まぐるしく変化して

います。前述した情報機器の発達は、ある意味情報過多とさえ思えるくらいにたくさんの情報をもたらしてく

れます。連日のマスコミ報道を見ていると、「世の中、どうなっちゃうんだろう？」と悲観的な気分にさえな

ってしまいます。 

しかし、本当に全てがダメな方に行ってしまっているのでしょうか？私は決してそうとは思いません。色々

な所で明るく前向きな話題がたくさんあります。もちろんマスコミの報道でも明るい話題も報道されますが、
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しかし報道競争もあり、時としてセンセーショナル（意味：大衆の興味や関心を煽る・世間をアッと言わせる）

な傾向となることも否めません。またその情報も、世間の様子や流れを加味した人の手、つまり報道する人の

考え方が入っているものです。受け取る方には、膨大な情報を吟味し、正確な情報なのか？本当に必要な情報

なのか？一時の感情になってしまっていないか？・・・取捨選択する能力が求められます。 

これからはもっともっと情報は増えていきます。ある意味「溢れる」と言っても過言ではありません。情報

は上手に利用してこそ価値が生まれます。決してその場の雰囲気に流されることなく的確に判断する力を付け

てほしいと願っています。 

 

 

   

 

 

   

  

 

                               

 

  

 

 

【新年度の予定】 

・4月 6日(金) 始業式、入学式準備 クラス発表（８時以降） 

・4月 9日(月) 第 41回入学式 

・4月１０日(火) 対面式、部活動オリエンテーション、教科書配布 

・4月 11日(水) 写真撮影(全学年)、聴力検査(1，3年) 

・4月 12日(木) 給食開始(2，3年)、尿検査一次(全学年) 

・4月 13日(金) 保護者会(2，3年)14時～ 評価説明会も保護者会の中であります。 

・4月 17日(火) 全国学力・学習状況調査(3年)（国・数・理） 

・4月 18日(水) 身体測定 

・4月 19日(木) 離任式                      

・4月 20日(金) 1年給食開始 

・4月 23日(月) 1年保護者会 14時～ 

・4月 24日(火) PTA総会 16時 30分～ 

・4月 26日(木) 内科検診(全学年) 

・4月 28日(土) 学校公開日 部活保護者会 

たちかわ交流大使中学校出張授業(３月１３日) 

アルティメットの授業(３月 5日、7日) 

たちかわ交流大使であるジャズピアニストの山下洋輔氏とパーカッショニス

トである熊本比呂志氏をお迎えして、ジャズコンサートが行われました。本物を

目の当たりにして、生徒はジャズの魅力に引き込まれていました。また即興で立

川第八中学校の曲を弾いてくださいました。「８」をテーマにした音楽にまた感

動の嵐でした。また、このような素晴らしい機会を用意してくださった立川市教

育委員会のスタッフの皆様、ありがとうございました。 

卒業式予行(3月 16日) 

2 学期にアルティメットの授業を行いました。今

回は日本代表の選手をお迎えして、一緒にプレーを

しました。技術、戦術、声のかけ方など様々なとこ

ろで学ぶことも多かったと思います。本校からも代

表選手が選ばれることを期待しています。 

卒業式の予行がありました。3年生の歌声は、心に響

いてきます。また3年生から1，2年生の後輩たちに「卒

業式の姿をみて何かを感じ取ってほしい」というメッセ

ージが伝えられました。卒業式は3月20日です。また

いくつか3年生の表彰が行われ、体育優良生徒に大城龍

馬くんと野﨑澪亜さん、健康努力生徒に、伊藤圭菜さん、

大嶋ひとみさん、立川ライオンズクラブ教育表彰では、

荒勇真くん、權田凛さんが表彰されました。 


